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インクルーシブコミュニケーションデザインとは

立場や能力，文化の異なる人々が，  
「ともに」関係性のなかで豊かに成長  
できる場づくりのこと

事例紹介

1.見えない人と言葉でみる美術鑑賞

2.ものづくり，伝統産業，医療業界における熟練技能継承

3.ユーザ参加型デザインによる大学‐NPO‐企業間連携
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この絵をしっていますか？

とつぜんですが
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•右手と左手
 

どっちの手が上でしたか

•髪の毛は
 

七三わけ？
 

センターわけ？

•背景は
 

森？
 

川？
 

岩？

さきほどのモナリザを思い出してください
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わたしたちは
 

一瞥するだけで

たくさんのものを見過ごしてはいないか

わたしたちの「知りたい」や「知っている」は
 一瞬の出来事ではないのではないか



1．見えない人と言葉でみる美術鑑賞

3人が落穂
 拾ってます どんな服

きてるの？

裕福じゃな
 いですね

表情は悲し
 そう？

いえ，そんな悲
 しそうでは．．．

季節は秋？



3次元音響VRで位相情報の共有を支援してみる
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関心の共創

反射音や残響音で作品への没入感を得る

をシステムは支援できるか
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２. ものづくり，伝統産業，医療業界における熟練技能継承

「黙して語らず」されど伝わる‘わざ’



？

？

？

？

？

×

 
「手首を○○の時点で

 、▲□度まわして．．．」

技を伝承することば

○

 
「舞い振る雪を扇でひら

 うように．．．」

？

？

わざ言語・・・ある専門領域の特定の間柄だけで通用する婉曲表現

「ことば」は師弟のあいだで創られる



熟練のわざを遠隔医療や在宅リハビリに活かす

現場の‘呼吸’のような雰囲気がいかに伝わるか？

ことばの共創 をシステムは支援できるか
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最初から最後まで高齢者，障害のある人，子どもをデザイン
 プロセスに巻き込むインクルーシブデザイン

1. フィールド調査 2. 気づきの共有 3. アイデアのスケッチ

4. プロトタイピング5. ユーザテスト6. プレゼンテーション

３．ユーザ参加型デザインによる大学‐企業‐NPO間連携
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先入観を払拭するコミュニケーションデザインを目指す

見えない人と街並みに触れる

聞こえにくい人とオノマトペを考える

デジタルカメラ

 と画像処理

音声認識と字幕化

価値の共創 をシステムは支援できるか



情報は断片
 

断片の価値は場に大きく依存
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「つながる」だけでは「伝わらない」



我
逢
人

一
期
一
会

我
逢
人

出会いにかかわる技術はいかに
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